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らし 情報暮

　外来や入院時の窓口での支払い
が一定金額で済む国民健康保険限
度額適用認定証の有効期限は、7
月31日です。限度額適用認定証を
お持ちの人で引き続き必要な場合
は、市民課国民健康保険グループ
で更新申請を行ってください。
　なお、マイナンバーカードを健
康保険証として利用できる人は、
マイナンバーカードを利用できる
医療機関でマイナンバーカードを
提示し、本人の情報提供に同意す
ることで更新申請手続が不要にな
ります。
　ただし、国民健康保険税に未納
がある場合は、限度額適用認定証
の発行や医療機関での情報連携が
できないことがありますのでご注
意ください。

▷国民健康保険被保険者証（７月
31日まで）または資格確認書
もしくは資格情報のお知らせ

▷マイナンバーカードや運転免
許証などの本人確認書類

※別世帯の人が代理で申請され
る場合は、委任状が必要です。
市民課国民健康保険グルー

プ
84－5006

　

　中小企業退職金共済制度（中退
共）は、中小企業で働く従業員のた
めの国の退職金制度です。
　中退共の退職金制度
　▷掛金の一部を国が助成
　▷外部積立型で管理も簡単
　▷掛金は全額非課税
※詳しくは、（独）勤労者退職金
共済機構中小企業退職金共済
事業本部ホームページをご覧
ください。
（独）勤労者退職金共済機構

　中小企業退職金共済事業本部
03－6907－1234

　認知症のことで心配のある人や
その家族、地域の人などが気楽に
集い、交流、情報交換、専門職など
への相談ができる場です。

認知症の人やその家族、地域
住民など

はなカフェ
８月１日(金)、８日(金）
午後１時30分～３時30分
老人福祉関センター
はなの家

96－0217

元気丸カフェ
８月22日（金）
午後１時30分～３時
あいあい２階大会議室
亀山市社会福祉協議会地

域包括ケア推進係
83－3575

８月５日（火）
午前10時～正午（11時45分
受付終了）
あいあい１階相談室２
ひとり親の就労サポート
ハローワーク鈴鹿専門援助

部門
059－382－8609（部門コー
ド43♯）

暮らしの情報
令和６年度監査結果に基づく措置状況
ＭＲ（麻しん・風しん混合ワクチン）の
予防接種を受けましょう
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ところ
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申請に必要な物

ところ
問合先

ところ

問合先

お 知 ら せ

も よ おし

中小企業退職金
共済制度のご案内

国民健康保険加入者「限度
額適用認定証」の更新申請

出張ハローワーク！ひとり親
全力サポートキャンペーン

カナリア（認知症）カフェ
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らし 情報暮

　楽しみながら亀山の自然に親し
めるザリガニ釣り大会を開催しま
す！入賞者には賞品もありますの
で、自信がある人も初めてチャレン
ジする人も、ぜひご参加ください。

８月８日（金)～22日（金）
亀山里山公園「みちくさ」
期間中に里山公園で釣れた

ザリガニの重さ３日分を競いま
す。
小学生以下の子どもとその

保護者

▷竿や餌などは、里山公園で貸
し出します。

▷釣れたザリガニは、持ち帰れ
ません。事務所で重さを量っ
た後で回収します。

▷成績が良かった３人を入賞と
します。入賞者には、９月中に
表彰方法などをお知らせしま
す。

※詳しくは、市ホームページを
ご覧ください。
生物多様性・獣害対策室

96－8588

　手話は、手の動きや表情などで
伝える「見る言語」です。手話の世
界を体験してみませんか？

８月８日（金）
午後２時～３時30分
市立図書館１階多目的室
簡単なあいさつや自己紹介

など

小学生以上で手話に関心の
ある人

　※小学２年生以下は保護者同伴
20人(先着順)

７月16日（水）から地
　域福祉課障がい者支援グループ
（あいあい　84－3313）へ電話
または直接お申し込みください。

８月10日（日）　
午前９時30分～正午
鈴鹿峠自然の家駐車場、坂

下の森、鈴鹿川
　※雨天の場合は鈴鹿馬子唄会館

丸太や枝を使ったものづく
り、鈴鹿川で魚捕り・観察
市内在住、在勤、在学の小・中

学生とその保護者
15組（申込者多数の場合は抽

選）
濡れてもいい服装・靴、

帽子、タオル、着替え、飲み物など
７月25日(金)までに鈴

鹿川等源流の森林づくり協議会
事務局（農林振興課農林政策グ
ループ　84－5068）へ電話ま
たは直接お申し込みください。

８月16日（土）
午前８時～午後２時
臼杵山、臼杵ヶ岳
石水渓キャンプ場駐車場

※都合により変更する場合があ
ります。
18～75歳未満の登山経験者

で健脚の人、体力に自信がある
人
※通院中の人や心疾患がある人
はご遠慮ください。
10人（申込者多数の場合は抽

選）
リュックサック、飲み物、

タオル、軽食など
登山に適した服装、雨具、登

山靴、帽子、手袋など

▷登山コースには、急な上りや
下りがあります。
▷コース途中にトイレはありま
せん。
▷状況によりコースは変更する
場合があります。

７月31日(木)午後５時
までに商工観光課観光・地域ブラ
ンドグループ（　 84－5074）へ

　電話またはEメール（　　kanko
　@city.kameyama.mie.jp）で
お申し込みください。
※住所、氏名、生年月日、電話番
号、登山経験の有無が必要(メー
　ルの場合は、件名に「登山イベ
ント申込」と記入)
※申し込みは、２人までとします。
「亀山７座トレイル」登山道
活用ネットワーク
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主催
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ところ

その他

問合先

ところ

親子でチャレンジ！
里山公園ザリガニ釣り大会

「亀山７座トレイル」
奇岩の臼杵と展望台に！

夏休み
はじめての手話体験講座

第９回サマーフォレストin
坂下地区～山に親しみ森も
川も体験しよう！～　
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８月24日（日）（小雨決行）
午前９時～正午
※乗艇時間は指定できませ
ん。受付後、個別にメール
でお知らせしますので、乗
艇時間までにお越しくだ
さい。
亀山サンシャインパーク（高

塚池）

Ａコース：初心者向け（45分）
４歳以上（未就学児～小学２

年生は、保護者とともに乗艇）

　１人乗り16人(小学３年生以上)
　２人乗り16組
　※いずれも先着順

　小人（４歳以上18歳未満）500
円／人 

　大人（18歳以上）1,000円／人

Ｂコース：経験者向け（１時間）
小学４年生以上
１人乗り９人（先着順）

　小人（18歳未満）800円／人
　大人（18歳以上) 1,200円／人
共通事項

７月12日（土）午前10時～８
月10日（日）までにＮＰＯ法人
Let’sスポーツわくわくらぶホー
ムページ「カヌー体験」申込フォー
ムからお申し込みください。
※定員になり次第締め切ります。
※参加料は当日受付でお支払い
ください。
NPO法人Let'sスポーツわ

くわくらぶ
080－1608－6119

８月20日（水）
午前９時30分～11時30分
あいあい１階集団指導室
主に生後５カ月～８カ月ご

ろの乳児を対象とした離乳食の
作り方の説明とデモンストレー
ション
市内に住所を有する乳児の

保護者、妊婦
10人（先着順）
母子健康手帳、エプロン、

手ふき用タオル、筆記用具
７月22日（火）～８月

６日（水）までに子ども総合支援
課母子保健グループ（あいあい
　98－5003)へ電話または直
接お申し込みください。

問合先

とき

とき

ところ

ところ

持ち物

クラス

対象

定員

対象
定員

申込
内容

対象

定員

費用（保険料含む）

費用（保険料含む）

申込・問合先

健康政策課健康都市推進グループ（あいあい）　　98－5001問合先

ラジオ体操サークル参加者募集！
健康マイレージアプリ
30ポイント付与

講師：
今井 菜津美さん

　市では、７月23日（水）午前６時から西野公園運動広場にて「亀山市市制施行20周年記
念巡回ラジオ体操・みんなの体操会」の開催を予定しています。これを契機としてラジオ
体操を推進するため、かめやま健康都市大学内にラジオ体操サークルを設置しました。
　全国ラジオ体操連盟指導委員の今井菜津美さんを講師としてお招きし、ラジオ体操の
魅力や効能、ラジオ体操指導者の育成につながるご講演をいただき、各地域での普及や
市民の皆さんの運動・スポーツ習慣化を目指します。
　３分で全身を動かせる「ラジオ体操」は、気軽に取り組めるだけでなく、さまざまな健
康効果があります。ラジオ体操に取り組まれている人も、これから始めてみようと思っ
ている人も、正しい動きを知ってラジオ体操の効果を高めましょう。

と　き
参加費
無料

どなた
でもOK

ところ

持ち物

基礎編
８月４日（月）午後１時30分～３時
発展編
12月20日（土）午後１時30分～３時
西野公園体育館

飲み物、タオル、体育館シューズ、靴袋など
※動きやすい服装でお越しください。

要申込 申し込みは
こちら

市ホーム
ページ

各種検診・教室

離乳食教室

家族で
「カヌー体験」
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監査委員事務局監査グループ　　84－5051問合先

　令和６年度に実施した監査の結果に基づき、令和７年３月31日現在
の措置状況について、地方自治法第199条第14項および亀山市監査
委員条例第12条第２項の規定により公表します。

　前年度実施した「定期監査」、「指定管理者監査」、「行政
監査」の結果に対する措置状況について、市長および関
係機関の長から通知がありましたので、その概要をお知
らせします。

定期監査
指摘事項（複数の課に係る事項）
●時間外勤務について、「亀山市職員の勤務時間、休日及び
休暇に関する規則第11条」に定める基準を超える職員
がいた。事務量の見直しを行い、基準を順守されたい。

＜措置状況＞
【政策部政策推進課】
　業務分担や業務スケジュールの整理により業務の平
準化に加え、ノー残業デーの徹底等により、基準の順守
を図りました。
【総務財政部財務課】
　事務の効率化を進めるとともに、職員間での業務フォ
ロー、ノー残業デーの徹底などを行い、基準を順守する
よう周知しました。
【子ども未来部子ども政策課】
　職員相互の応援体制を促すことや業務分担の見直し
などで、基準の順守に努めました。
【子ども未来部子ども総合支援課】
　事務分担について、業務の増加時期や、職員個人の事
務量を考慮して特定の職員に偏ることのないよう業務
分担の見直しを行い、勤務時間の超過抑制および有給休
暇取得に向け取り組んでいます。今後は、年間業務スケ
ジュールの見直し、職員間での業務フォロー、ノー残業
デーの徹底などを行い、基準の順守に努めます。
意　見
【総務財政部総務課】
●給食調理員・保健師等専門職の会計年度任用職員の募
集について、 事務の合理化の観点から、人事給与グ
ループで集約し、取り組まれたい。

＜措置状況＞
　給食調理員・保健師等専門職の採用にあたっては、所
管部署がその募集を行う現行の運用方法が最も機動的
かつ合理的に対応できるものと考えていますが、例えば
年度当初における会計年度任用職員の募集については、
人事給与グループが全ての職種において集約するなど、
全庁的な観点から事務の効率化につながる方法につい
て引き続き検討します。
【総務財政部財務課】
●補助金等に係る申請方法について、 事務の簡素化を
図るため、見直しをされたい。

＜措置状況＞
　補助金等の交付事務については、補助金等交付規則等
に則り、適正な執行のために必要な手続は行いつつ、省
略や統合をしても問題ないものについては、事務の効率

化の観点から、全体的な見直しについて検討します。
●物品購入に係る支払い事務について、行政改革の観点
から、支払い事務の効率化に努められたい。
＜措置状況＞
　物品購入に係る支払事務については、物品調達等に関
する要綱等に則り、適正な手続を進めるとともに、集約
することで効率化につながる業務については、行政改革
の観点から、市全体として取り組む検討を行います。
【総務財政部税務課】
●事務の合理化を図るため、強制徴収公債権回収の一元
化に努められたい。
＜措置状況＞
　令和４年度から税債権の一元化を実施しました。令和
６年度に市民課と協議を行い、令和７年度から市民課医
療年金グループ所管の介護保険料および後期高齢者医
療保険料について、市税との重複滞納者について、税務
課を窓口とし滞納整理を行うこととしました。今後も滞
納処分等判定委員会を中心に報告および協議を行い、取
り扱う債権を増やしていくことを検討します。
【市民文化部まちづくり協働課】
●市民活動応援交付金制度について、団体の活動実績を
確認し、制度の有効化を図られたい。
＜措置状況＞
　令和７年度から登録団体からの実績報告書提出の際
に、新たに活動報告書の提出を求めて、活動実績の確認
を行うことにしました。
【市民文化部歴史博物館】
●新博物館法の規程に基づき、歴史博物館資料をデジタ
ル化し、保存されたい。
＜措置状況＞
　歴史博物館資料は膨大であることから、順次デジタル
化を実施しています。既存のデジタルデータについても
整理をしつつ、デジタル・アーカイブ化に向けて進めて
行きます。
【健康福祉部健康政策課】
●重要備品の管理について、物品管理規則に基づき処理
されたい。
＜措置状況＞
　物品管理規則に基づき、対象備品を保管転換および処
分の手続を行いました。
【子ども未来部子ども政策課】
●防犯カメラについて、各園の設置すべき場所を調査
し、設置することを検討されたい。
＜措置状況＞
　令和７年度に各園における防犯カメラが適切な位置
に設置されているかどうかについて改めて検証し、その
結果により設置場所や設置台数について検討します。
●保育士や幼稚園教諭に対して、一人一台パソコンを貸
与し、業務の効率化を図られたい。

＜措置状況＞
　保育士等に貸与するパソコンについては、全庁的な台
数の確保との調整が必要となることから、担当部署と協
議し、必要数の確保に向けて調整しました。
●保育総合支援システム「コドモン」の活用について、園
によって活用状況がさまざまであることから、統一し
たマニュアルを作成するなど保育サービスの充実を
図られたい。
＜措置状況＞
　各園の職員が集まり、情報共有ができる場を設けるな
どにより活用を広げ、さらなる保育サービスの充実と保
育士の業務の効率化を図ります。なお、令和７年度から
はこれまで全園において書面で配布していました「食育
だより」と「あいあいっこ・あすれっこだより」をコドモ
ンで配信することで、業務の効率化を図りました。
●園長の庶務用務が煩雑であること、また、保育士が現
金を取り扱っていることから、事務補助員の配置や
キャッシュレス化を行い、園児の教育・保育に専念で
きるよう努められたい。
＜措置状況＞
　市が徴収する延長保育の利用料等については、コドモ
ンにデータを登録することで口座振替による徴収が可
能となりますが、その手続については調整が必要となり
ますので、その検討を進めます。
●保育園の土曜保育について、市内保育園で当番制にす
るなど効率的に業務を行うよう検討されたい。
＜措置状況＞
　土曜保育については全園において実施することが前
提とされています。土曜保育の当番制などの一部の園で
の実施は、保護者にとっては利用にあたり実施園を確認
すること、送迎に時間がかかる場合があるなどの影響が
あり、児童にとっては通常とは違う環境での保育となる
などの影響が考えられますので、その実施については慎
重に検討します。
【教育委員会事務局学校教育課】
●小・中学校の欠席連絡等のシステムについて、事務の
効率化、手続き簡素化および個人情報保護の観点か
ら、市で統一されたシステムの導入を検討されたい。
＜措置状況＞
　令和７年度から、市内統一の欠席連絡システムおよび
保護者連絡システムを導入することとしました。
【地域医療部病院総務課】
●重要備品について、台帳との不整合が見受けられるた
め、適正に管理されたい。
＜措置状況＞
　台帳と整合し、適正に管理するよう改善しました。
【議会事務局議事調査課】
●公用車（ハイエース）の運行距離が少ないことから、市
の共用車にするなど検討されたい。
＜措置状況＞
　令和７年４月１日から、市の共用車としました。

意　見（複数の課に係る事項）
●年次有給休暇の取得日数について、特定事業主行動計
画の目標を達成できるよう、計画的、積極的な取得を
職員に推奨されたい。

＜措置状況＞
【市民文化部市民課】
　所属職員の年次有給休暇取得日を定期的に確認し、取
得日数が少ない職員については、計画的・積極的に取得
するよう促しました。
【健康福祉部健康政策課】
　業務分担の見直しや、定期的な業務の進捗状況の確認
を行い、業務の応援の必要性について職員間で情報共有
を図りました。引き続き、計画的に年次有給休暇が取得
できる環境を整えます。
【健康福祉部地域福祉課】
　定期的にミーティングを行い、事業の進捗状況の確認
を行い、業務の応援の必要性について職員間で情報共有
を図りました。引き続き、計画的に年次有給休暇が取得
できる環境を整えます。
【子ども未来部子ども政策課】
　定期的に休暇取得日数を確認し、取得日数が少ない職
員には、計画的・積極的に取得するよう促しました。
【子ども未来部子ども総合支援課】
　職員に定期的に周知し、計画的、 積極的に取得できる
よう促しています。また、事業の進捗状況や業務フォ
ローの必要性等についてメンバー間で情報共有を図っ
ています。引き続き、計画的・積極的に年次有給休暇を取
得できる環境を整えます。

指定管理者監査
意　見
【建設部都市整備課】
●業務仕様書「物品管理業務」において、新たに必要と
なった備品は市が予算の範囲内で調達し、それ以外の
物品は指定管理者が調達することになっているが、指
定管理者の費用で購入している事例が見受けられた。
指定管理業務を円滑に進めるためにも、指定管理者が
備品を購入する場合もあることから、備品に関する規
定を見直されたい。
＜措置状況＞
　指定管理者が市貸与の備品同等品を業務で必要上調
達する場合は、「市と協議する」ことを業務仕様書内に追
記しました。
●指定管理者に貸与した備品について、公園管理用備品
一覧の内容と現物に不整合が見受けられた。整合が図
られるよう適切に管理されたい。
＜措置状況＞
　公園管理用備品一覧の内容について、市と指定管理者
で改めて現物の確認を行い整理しました。

行政監査
意　見
【総務財政部工事検査監(兼)設計審査監】
●亀山市工事検査規程第６ 条に定める工事検査基準が
規定されていないことから、亀山市の工事検査基準の
規定を設け、検査の適切な実施を図られたい。
＜措置状況＞
　亀山市の工事検査基準の規定を設けました。

令和６年度監査結果に基づく措置状況 亀山市監査委員　上　田　寿　男
　　　同　　　　中　島　雅　代
　　　同　　　　阪　　　幸　子
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　前年度実施した「定期監査」、「指定管理者監査」、「行政
監査」の結果に対する措置状況について、市長および関
係機関の長から通知がありましたので、その概要をお知
らせします。

定期監査
指摘事項（複数の課に係る事項）
●時間外勤務について、「亀山市職員の勤務時間、休日及び
休暇に関する規則第11条」に定める基準を超える職員
がいた。事務量の見直しを行い、基準を順守されたい。
＜措置状況＞
【政策部政策推進課】
　業務分担や業務スケジュールの整理により業務の平
準化に加え、ノー残業デーの徹底等により、基準の順守
を図りました。
【総務財政部財務課】
　事務の効率化を進めるとともに、職員間での業務フォ
ロー、ノー残業デーの徹底などを行い、基準を順守する
よう周知しました。
【子ども未来部子ども政策課】
　職員相互の応援体制を促すことや業務分担の見直し
などで、基準の順守に努めました。
【子ども未来部子ども総合支援課】
　事務分担について、業務の増加時期や、職員個人の事
務量を考慮して特定の職員に偏ることのないよう業務
分担の見直しを行い、勤務時間の超過抑制および有給休
暇取得に向け取り組んでいます。今後は、年間業務スケ
ジュールの見直し、職員間での業務フォロー、ノー残業
デーの徹底などを行い、基準の順守に努めます。
意　見
【総務財政部総務課】
●給食調理員・保健師等専門職の会計年度任用職員の募
集について、 事務の合理化の観点から、人事給与グ
ループで集約し、取り組まれたい。
＜措置状況＞
　給食調理員・保健師等専門職の採用にあたっては、所
管部署がその募集を行う現行の運用方法が最も機動的
かつ合理的に対応できるものと考えていますが、例えば
年度当初における会計年度任用職員の募集については、
人事給与グループが全ての職種において集約するなど、
全庁的な観点から事務の効率化につながる方法につい
て引き続き検討します。
【総務財政部財務課】
●補助金等に係る申請方法について、 事務の簡素化を
図るため、見直しをされたい。
＜措置状況＞
　補助金等の交付事務については、補助金等交付規則等
に則り、適正な執行のために必要な手続は行いつつ、省
略や統合をしても問題ないものについては、事務の効率

化の観点から、全体的な見直しについて検討します。
●物品購入に係る支払い事務について、行政改革の観点
から、支払い事務の効率化に努められたい。
＜措置状況＞
　物品購入に係る支払事務については、物品調達等に関
する要綱等に則り、適正な手続を進めるとともに、集約
することで効率化につながる業務については、行政改革
の観点から、市全体として取り組む検討を行います。
【総務財政部税務課】
●事務の合理化を図るため、強制徴収公債権回収の一元
化に努められたい。
＜措置状況＞
　令和４年度から税債権の一元化を実施しました。令和
６年度に市民課と協議を行い、令和７年度から市民課医
療年金グループ所管の介護保険料および後期高齢者医
療保険料について、市税との重複滞納者について、税務
課を窓口とし滞納整理を行うこととしました。今後も滞
納処分等判定委員会を中心に報告および協議を行い、取
り扱う債権を増やしていくことを検討します。
【市民文化部まちづくり協働課】
●市民活動応援交付金制度について、団体の活動実績を
確認し、制度の有効化を図られたい。
＜措置状況＞
　令和７年度から登録団体からの実績報告書提出の際
に、新たに活動報告書の提出を求めて、活動実績の確認
を行うことにしました。
【市民文化部歴史博物館】
●新博物館法の規程に基づき、歴史博物館資料をデジタ
ル化し、保存されたい。
＜措置状況＞
　歴史博物館資料は膨大であることから、順次デジタル
化を実施しています。既存のデジタルデータについても
整理をしつつ、デジタル・アーカイブ化に向けて進めて
行きます。
【健康福祉部健康政策課】
●重要備品の管理について、物品管理規則に基づき処理
されたい。
＜措置状況＞
　物品管理規則に基づき、対象備品を保管転換および処
分の手続を行いました。
【子ども未来部子ども政策課】
●防犯カメラについて、各園の設置すべき場所を調査
し、設置することを検討されたい。
＜措置状況＞
　令和７年度に各園における防犯カメラが適切な位置
に設置されているかどうかについて改めて検証し、その
結果により設置場所や設置台数について検討します。
●保育士や幼稚園教諭に対して、一人一台パソコンを貸
与し、業務の効率化を図られたい。

＜措置状況＞
　保育士等に貸与するパソコンについては、全庁的な台
数の確保との調整が必要となることから、担当部署と協
議し、必要数の確保に向けて調整しました。
●保育総合支援システム「コドモン」の活用について、園
によって活用状況がさまざまであることから、統一し
たマニュアルを作成するなど保育サービスの充実を
図られたい。

＜措置状況＞
　各園の職員が集まり、情報共有ができる場を設けるな
どにより活用を広げ、さらなる保育サービスの充実と保
育士の業務の効率化を図ります。なお、令和７年度から
はこれまで全園において書面で配布していました「食育
だより」と「あいあいっこ・あすれっこだより」をコドモ
ンで配信することで、業務の効率化を図りました。
●園長の庶務用務が煩雑であること、また、保育士が現
金を取り扱っていることから、事務補助員の配置や
キャッシュレス化を行い、園児の教育・保育に専念で
きるよう努められたい。

＜措置状況＞
　市が徴収する延長保育の利用料等については、コドモ
ンにデータを登録することで口座振替による徴収が可
能となりますが、その手続については調整が必要となり
ますので、その検討を進めます。
●保育園の土曜保育について、市内保育園で当番制にす
るなど効率的に業務を行うよう検討されたい。

＜措置状況＞
　土曜保育については全園において実施することが前
提とされています。土曜保育の当番制などの一部の園で
の実施は、保護者にとっては利用にあたり実施園を確認
すること、送迎に時間がかかる場合があるなどの影響が
あり、児童にとっては通常とは違う環境での保育となる
などの影響が考えられますので、その実施については慎
重に検討します。
【教育委員会事務局学校教育課】
●小・中学校の欠席連絡等のシステムについて、事務の
効率化、手続き簡素化および個人情報保護の観点か
ら、市で統一されたシステムの導入を検討されたい。

＜措置状況＞
　令和７年度から、市内統一の欠席連絡システムおよび
保護者連絡システムを導入することとしました。
【地域医療部病院総務課】
●重要備品について、台帳との不整合が見受けられるた
め、適正に管理されたい。

＜措置状況＞
　台帳と整合し、適正に管理するよう改善しました。
【議会事務局議事調査課】
●公用車（ハイエース）の運行距離が少ないことから、市
の共用車にするなど検討されたい。

＜措置状況＞
　令和７年４月１日から、市の共用車としました。

意　見（複数の課に係る事項）
●年次有給休暇の取得日数について、特定事業主行動計
画の目標を達成できるよう、計画的、積極的な取得を
職員に推奨されたい。

＜措置状況＞
【市民文化部市民課】
　所属職員の年次有給休暇取得日を定期的に確認し、取
得日数が少ない職員については、計画的・積極的に取得
するよう促しました。
【健康福祉部健康政策課】
　業務分担の見直しや、定期的な業務の進捗状況の確認
を行い、業務の応援の必要性について職員間で情報共有
を図りました。引き続き、計画的に年次有給休暇が取得
できる環境を整えます。
【健康福祉部地域福祉課】
　定期的にミーティングを行い、事業の進捗状況の確認
を行い、業務の応援の必要性について職員間で情報共有
を図りました。引き続き、計画的に年次有給休暇が取得
できる環境を整えます。
【子ども未来部子ども政策課】
　定期的に休暇取得日数を確認し、取得日数が少ない職
員には、計画的・積極的に取得するよう促しました。
【子ども未来部子ども総合支援課】
　職員に定期的に周知し、計画的、 積極的に取得できる
よう促しています。また、事業の進捗状況や業務フォロー
の必要性等についてメンバー間で情報共有を図ってい
ます。引き続き、計画的・積極的に年次有給休暇を取得で
きる環境を整えます。

指定管理者監査
意　見
【建設部都市整備課】
●業務仕様書「物品管理業務」において、新たに必要と
なった備品は市が予算の範囲内で調達し、それ以外の
物品は指定管理者が調達することになっているが、指
定管理者の費用で購入している事例が見受けられた。
指定管理業務を円滑に進めるためにも、指定管理者が
備品を購入する場合もあることから、備品に関する規
定を見直されたい。
＜措置状況＞
　指定管理者が市貸与の備品同等品を業務で必要上調
達する場合は、「市と協議する」ことを業務仕様書内に追
記しました。
●指定管理者に貸与した備品について、公園管理用備品
一覧の内容と現物に不整合が見受けられた。整合が図
られるよう適切に管理されたい。
＜措置状況＞
　公園管理用備品一覧の内容について、市と指定管理者
で改めて現物の確認を行い整理しました。

行政監査
意　見
【総務財政部工事検査監(兼)設計審査監】
●亀山市工事検査規程第６ 条に定める工事検査基準が
規定されていないことから、亀山市の工事検査基準の
規定を設け、検査の適切な実施を図られたい。
＜措置状況＞
　亀山市の工事検査基準の規定を設けました。
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子ども総合支援課母子保健グループ（あいあい）　　98－5003問合先

　麻しん（はしか）・風しんは感染力が非常に強く、人から人へ感染する病気です。定期
予防接種の対象者は忘れずに接種してください。なお、定期予防接種の期間内に接種
できなかった場合は、任意予防接種の費用助成制度がありますので、ご活用ください。

◎令和７年度の定期予防接種対象者
　MR（麻しん・風しん混合ワクチン）の予防接
種は、１歳になったら１回、小学校入学前の１
年間にもう１回、忘れずに接種しましょう。

県内の各医療機関へ予約してください。
※県外で接種する場合は、助成制度がありま
すので、接種前に子ども総合支援課母子保
健グループへご連絡ください。
無料
母子健康手帳、予診票、健康保険証、外国

籍の人は在留カード（特別永住者証明書でも
可）

予診票をお持ちでない場合は、母子健康
手帳を持参の上、母子保健グループへお越し
ください。
※詳しくは、個人通知や出生届出時にお渡し
した「赤ちゃんすくすく」の予防接種案内
をご覧ください。

◎MRワクチンの特例について
　ワクチンの大幅な供給不足等を理由に、やむ
を得ず法定期間内に接種できなかった人は、令
和９年３月31日まで無料で接種することがで
きます。対象者の中で、接種がお済みでない人
は実施医療機関にご相談ください。

　①第１期（１回目）
　令和４年４月２日～令和５年４月１日
生まれの人でMRワクチンが未接種の人

　②第２期（２回目）
　平成30年４月２日～平成31年４月１日
生まれの人でMRワクチンが未接種の人

◎任意予防接種の費用助成対象者
　（定期予防接種の未接種者）
　市内に住所を有し、定期予防接種の期間内に
接種できなかった次の対象者に、費用の助成を
行っています。

※MR第２期については特例対象者となります。

　令和８年3月31日（火）まで
令和８年3月31日（火）
13,018円（ただし、接種料金がこれ

に満たないときはその額）
※接種の費用は接種医療機関に確認してく
ださい。

県外医療機関を含む実施医療機関
■市内で接種する場合（助成金の申請は不要）
　接種料金から助成額を差し引いてお支払い
ください。
■市外で接種する場合（助成金の申請が必要）
　申請書などの必要書類をお渡ししますので、
接種前に子ども総合支援課母子保健グループ
へご連絡ください。

接種方法

助成対象となる接種期間

助成申請期限

実施医療機関

助成上限額

接種料金
持ち物

その他

特例対象者

十分な免疫を
獲得するために

２回の接種が必要です
　MRワクチンを接種することによって、
95%程度の人が麻しんウイルスと風しん
ウイルスに対する免疫を獲得することが
できると言われています。また、２回の接
種を受けることで、１回の接種では免疫が
つかなかった人の多くに免疫をつけるこ
とができると言われています。

ＭＲ（麻しん・風しん混合ワクチン）の
予防接種を受けましょう

対象者
対象者

満２歳以上２期の対象となる前日
までの人で、１期が未接種の人

１歳～２歳未満の人
※満１歳になったら早めに接種し
　ましょう。

平成31年（令和元）年４月２日～
　　 令和２年４月１日生まれの人
期間：令和８年３月31日（火）まで
※なるべく早く接種しましょう。

第１期
未接種者

第１期
（１回目）

第２期
（２回目）
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　押し花を通して出会った仲間た
ちと開催する18回目の作品展です。
　能登半島地震支援チャリティー
マーケットとして、小物販売や体
験会も行います。

７月19日（土）～21日（月・祝）
午前10時～午後７時
※21日（月・祝）のみ午前10
時～午後４時
亀山エコータウン２階催事

場（夢ひろば）
アトリエののはな

059－230－1126（伊東）

　終戦間際の1945年8月2日、亀
山駅を出た列車が米軍の銃撃を受
け、40人以上の方が亡くなられま
した。この事件を後世に伝えるた
め、現地近くの中村公民館に説明
板を設置し、毎年、慰霊と平和を考
えるつどいを行っています。

８月２日（土）
午前９時30分～10時30分
中村公民館（天神２丁目７

－15）
※駐車場については、お問い合わ
せください。
亀山若手僧侶の会サンガに

よる慰霊とお話
※終了後、希望者には現地見学
説明会を行います。
無料

　※事前の申し込みは不要
戦争遺跡に平和を学ぶ亀山

の会
090－5629-7162（服部）

　介護の仕事に関する入門的な知
識を身に付けるとともに、介護の
業務に携わる上で知っておくべき
基本的な介護技術を学ぶための講
習です。

講習　９月５日（金）、11日（木）、
18日（木）、26日（金）（４日間）

　　午前10時～午後４時
事業所見学　10月２日（木）１
時間程度

講習　あいあい２階研修室
事業所見学　亀山地域介護事業
所
15人（先着順）
無料

７月22日（火）から８
月29日（金）までに受講申込書
を記入の上、公益財団法人介護
労働安定センター三重支部へ郵
送（〒514－0009 津市羽所町
513 サンヒルズ２階）または
ファクス（　　059－253－
1119）でお申し込みください。
※詳しくは、公益財団法人介護労
働安定センター三重支部（　
059－225－5623）へお問
い合せください。
※申込書は、公益財団法人介護
労働安定センターホームぺー
ジからもダウンロードできま
す。

申込・問合先とき

とき

内容

費用

費用
定員

とき

ところ

ところ
ところ

問合先

問合先

第18回アトリエののはな
の仲間達作品展

～草花に想いを託して～

介護補助員講習
（三重県補助事業）

平和を考える市民のつどい

更新日：毎月１日、16日
番組枠：60分番組（文字情報含む）
放送時間：午前６時～深夜０時（60分番組を繰り返し放送）
※放送内容を変更する場合がありますので、ご了承ください。

・ まちのトピックス
・ 亀山インフォメーション
　「お口から始める健康づくり」
・ 写真投稿コーナー
・ かめキッズコーナー
　「井田川幼稚園」
・ 市議会報告番組

７月16日（水）～31日（木）

市ホームページ
写真投稿方法

市民インフォメーションInformation from citizen ※当事者間のトラブルについては、市は一切関与しません。 

FAX

　写真投稿コーナーでは、皆さんが知っている亀山の
お気に入りスポットやイベントの様子、四季折々の風
景などのおすすめの写真を募集してい
ます。
　写真を撮影して、コメントを添えて
投稿してみませんか？
　たくさんの投稿をお待ちしています。
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夏休み、元気に楽しく過ごそう！
　もうすぐ、夏休みが始まります。楽しく夏休みを過ごすためにも、大切な子どもたちを非行や
犯罪から守りましょう。

※返信はいたしません。
〒519－0195 三重県亀山市本丸町577番地　TEL 0595－82－1111（代）
FAX 0595－82－9955　ホームページ https://www.city.kameyama.mie.jp
広報亀山は、古紙パルプ配合率60％、白色度80％の再生紙および植物油インキを使用しています。

第472号　令和7年7月16日　発行：亀山市
編集：政策部 広報秘書課 広報グループ　印刷：寿印刷工業株式会社

亀 山 警 察 署 か ら の お 知 ら せ

個人使用デーは、団体の専用予約が入りません。
それ以外の日は、専用予約が入ると個人使用ができませんので、事前に各施設へお問い合わせください。

月月88

印
を
中
心
に
し
て
穴
を
開
け
て
く
だ
さ
い

曜日

月

火

水

木

金

土

日

夜　間午 前・午 後

卓 球
バドミントン
バスケットボール
ソフトバレー

テニス

バドミントン

バドミントン

卓球、バドミントン

卓球、バドミントン

バスケットボール

バスケットボール
ハンドボール

●西野公園体育館 82－1144

●関Ｂ＆Ｇ海洋センター 96－1010

●東野公園体育館 83－1888

午 前
午 後
夜 間
※（　）は関Ｂ＆Ｇ海洋センターのプール

一　般

中学生以下

9：00～0：30（正午）
1：00～5：30（5：00）
6：00～9：30

100円
（200円）
50円
（無料）

＜施設利用時間＞ ＜施設利用料金＞

個人使用デー　８月はなし
曜日

月

火

水

木

金

土

日

夜　間午 前・午 後

卓 球
バドミントン
バスケットボール
ソフトバレー
ニュースポーツ
バレーボール

個人使用デー　８月18日（月）～22日（金）

卓球、バドミントン

バスケットボール

卓球、バドミントン

バスケットボール

卓球、バドミントン

バドミントン、ソフトバレー
ニュースポーツ

バスケットボール
バレーボール

亀山警察署　　82－0110問合先

体育館　曜日ごとの競技種目の限定はありません。
個人使用デー　毎週水曜日
プール　スイミングキャップの着用をお願いします（貸
し出しは行っていません）。小学３年生以下の児童が
泳ぐときは、保護者の付き添いが必要です。

《子どもを「連れ去り」などの被害に遭わせない》
　子どもが一人になる場面をなくすとともに、子どもが犯罪に遭
わないよう教えることが大切です。誘われても絶対についていか
ない、大きな声で助けを呼ぶ、思いっきり走って逃げるなど、子ど
も自身に自分を守る力を身に付けさせましょう。
　小学校高学年や中高生でも、油断は禁物です。

《社会のルールに違反しない》
　他人の財産を損なったり、人の心や体を傷つける行為は「犯罪」です。
　たとえ一時の軽はずみな行動（万引き、器物破損、飲酒、喫煙、薬物乱用など）でも、社会のルールを無視してし
まうと悪ふざけでは済まず、後の人生に影響を及ぼします。
　「見つからなければよい」、「勧められたから好奇心で何となく」など、道を踏み外すきっかけとなる「心のスキ」
がないか、日ごろの自分を振り返りましょう。


	1ページ
	2ページ
	3ページ
	4ページ
	5ページ
	6ページ
	7ページ
	8ページ

